
「ミライをつくるリーダーシップ」を考える

学生団体など、チーム活動を活性化させたい人、必見

実 施 日 時： 2026年 2月6日 （金） 13:30～16:30
場 所： 深草キャンパス21号館401教室 対面実施（ワークショップ形式）

定 員： 50名 定員になり次第締め切り

参加対象者： テーマに関心のある龍谷大学の学部生・短期大学部生 ※参加費無料

講 師： 川田 虎男さん （埼玉県立大学 准教授 他） ※プロフィールは裏面

申し込み・諸注意について

ボランティア・NPO活動センター

メールアドレス： ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp (深草・瀬田の共通アドレスです）

申込フォーム送信後、必ず自動返信があります。必ず、申込が完了したか、返信
メールを確認してください。返信が届かない場合は、センターにメール連絡する
か、センター窓口へ直接お越しください。

リーダーって、一人じゃ成り立たない。
一人で頑張ったり、一人に頑張らせてしまってもアカン
リーダーがいるなら、フォロワーもいる。
この関係がうまくいくと…
チームはもっと動きやすくなって、 未来がワクワクする

だからこそ今、考えよう。
#リーダーシップ #仲間と未来をつくる #チーム力アップ

申し込みはこちら →

～リーダーシップは一人じゃ無理。仲間と未来をつくる力、考えてみない？～

今回の講座では、昨年に引き続き
座学とワークショップ形式で、リー
ダーシップについて考えます。
幹部交代や新入生を迎える時期は、
グループ運営に悩みやすい時期。

「頑張るぞ！」という気持ちに「そ
もそもリーダーシップって？」の
視点をプラスすると課題解決の
ヒントになります。

mailto:ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp


川田 虎男 （かわた とらお）

【主たる肩書き】
埼玉県立大学 准教授 社会福祉士
認定NPO法人ハンズオン埼玉 代表理事
聖学院大学ボランティア活動支援センター アドバイザー

【プロフィール】
1980年生れ。立教大学大学院博士後期課程修了（社会デザイン学博士）・社会福祉士。
大学卒業後社会福祉法人鶴ヶ島市社会福祉協議会勤務。27歳から日高市議会議員を1
期4年務める。その後、NPO法人ハンズオン埼玉へ。事務局長を経て現在代表理事。聖学
院大学非常勤講師（ボランティア論等）、同大ボランティア活動支援センターアドバイザー
を経て、2024年4月より埼玉県立大学准教授（地域福祉論等）

講師プロフィール

ボランティアに関する講座・ボランティアプログラムなどについてのお問合せ

  HP

ボランティア・NPO活動センター

深草：成就館1F／瀬田：青志館（生協食堂）隣

メールアドレス (深草・瀬田の共通アドレスです） 
 E-mail：ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp

ボランティアについての相談や活動の紹介は、いつでもおこなっています。
ぜひ、ボランティア・NPO活動センターへ来室してください！

これまでにボランティア・NPO活動センターが実施してきた講座やボランティアプログラム等の様子（写真）

2020年2月2012年2月

講師の川田さんは、大学生時代にボランティア活動に目覚めたことを原点に、数えきれないほどの壁にぶ
ち当たり、大いに悩み、笑い、学び、そして哲学しながら、キャリアを積み重ねてきました。そうした試
行錯誤を繰り返し、現在進行形で「市民参画型のまちづくり」を模索し続けています。これは、一人ひと
りの市民が、他者と協働しながら、社会や地域の課題を発見・共有し、その解決の担い手となれることを
目指すものです。
さあ、現在進行形で挑戦を続ける川田さんと一緒に、「ミライをつくるリーダーシップ」とは何か、深く
考えていきましょう。

著 書：「社会デザインをひらく」（編著者）、「これだけは身につけておきたいボランティアの実践スキル」（共著）、「モヤモヤのボランティア学 ― 私・他者・社会の交
差点にたつアクティブラーニング」（共著）、「まちを耕す トークフォークダンスで語ろう」（共著）、「共に育つ“学生×大学×地域”―人生に響くボランティアコーディネー
ション」（編共著）、他
社会的活動：日本福祉教育・ボランティア学習学会特任理事、社会デザイン学会理事、パルシステム埼玉市民活動支援金運営委員会（委員長）、社会福祉法人越谷市
社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員会（委員長）、コープみらい×中央共同募金会「子ども・子育て支援助成」審査委員会委員、社会福祉法人埼玉県社会福
祉協議会評議員、他
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